
今後のスケジュール

主な活動内容

事業名：健康支援ツール(Wellくん)の活用を核とする成果連動型適性健康行動支援体制の構築
健保名：北陸銀行健康保険組合

事業目的

１．民間委託事業者、富山連合会（事務局・共同設置保健師）及びコンソーシアム参加健保組合との三位一体の
協力体制で包括型の保健事業を推進する基盤を構築すると共に、重症化予防によって得られた成果を全体に
波及させていく。また、包括型の成果連動型モデルとしての事業化が可能か否かを検証する。

２．本事業が他地域におけるコンソーシアム事業として有効か否かを、基盤整備によって得られる｢特定健診後の
総合的フォローアップ(包括型の成果連動型モデル)｣の事業化の実証実験から検証する。

参加団体

代表組合：北陸銀行健康保険組合（以下、健康保険組合を省略）
参加組合：廣貫堂・不二越・富山県自動車販売店・北陸電気工業・日本重化学工業・中越パルプ工業

日本カーバイド工業・富山第一銀行・北陸電気工事（順不同）
事務局：健保連富山連合会
民間委託業者：株式会社ウェル・ビーイング

循環器系入院(≒重症生活習慣病関連疾患)医療費は経年的に減少し（図１）、生活習慣病関連疾患の発症および重症化リスク
が前年に比べて低減していることが判明した（図２）ので、血清クレアチニンを測定している健保においては「透析導入遅延
施策(eGFRアラート（図３）の送付)」も絡めながら、令和6年度も同様のスケジュールにて行う。

（令和5年度PFS中間報告）

１．健康支援ツール(Wellくん)を用いた生活習慣病
関連疾患の発症リスクの経年変化分析

２．ハイリスク者リストの作成と個別報告書｢カラ
ダつうしんぼ(一部eGFRアラート含む)｣の送付

３．生活習慣病関連疾患の予防に対する関心を高め
るための｢健康ラブレター｣｢健康オリンピック｣
の実施および健康啓発紙の作成・掲示

４．リスクポイント(以下RPと省略：生活習慣病に
関わる健診項目の値や因子を数値化したもの。
生活習慣病関連疾患の医療費と正の相関がある)
およびレセプトデータを用い、生活習慣病関連
疾患医療費によるアウトカム評価

５．評価に基づいたリプランニングからのPDCAの
実施

成果指標と達成状況

健康度改善指標

(配分比率：50%)

重症化予防成果指標

(配分比率：50%)

成果報酬割合

65%以上 100% 65%以上

60％以上 80% 60％以上

55%以上 70% 55%以上

50%以上 50% 50%以上

40％以上 40% 40％以上

30%以上 30% 30%以上

30％未満 10% 30％未満

指標の定義：

前年とのRP差0以下の割合

指標の定義：

前年RP≧10の対象者が翌

年RP悪化しなかった割合



ハイリスク(HR)者の定義 ：RP≧10
ミドルリスク(M)者の定義：9≧RP≧6の対象者
ローリスク(LR)者の定義 ：RP≦5の対象者

コンソーシアム加入健保の循環器系疾患(≒生活習慣病関連疾患)の入院(≒
重症化)医療費・入院件数の推移 （加入者千人当たりで集計）

▶2022年度よりPFSの助成を活用し、40歳以上の対象者全員
にWellくんによって作成された「カラダつうしんぼ」を送付。

▶2023年度より一部の健保では「カラダつうしんぼ」に加え、
人工透析導入予防のための「eGFRアラート」図３を送付

図２、左の表は、生活習慣病関連疾患の
リスクであるRP別に
①ハイリスク者(HR)
②ミドルリスク者(MR)
③ローリスク者(LR)に分け、さらにそれ
らを2021年度まで介入してきたHRとそ
れ以外とに分け、翌年のRPは前年のRP
に比べてどのように増減したかを個人毎
に｢RP差｣として表記し、その平均を示
したもの。

2018年度から介入してきたHRのRP差の
平均は全ての健保においてマイナス(前
年よりRPが低下している≒生活習慣病
関連疾患の発症・重症化リスクが低下し
ている)を示した。

一方、LRとMRは殆どがプラスとなり、
リスクが増加していることがわかる。た
だ、その傾向は、一部の健保において
PFS事業が認知されるにつれマイナス方
向(図2点線矢印)に動きつつある。

ハイリスクアプローチ PFS助成 ポピュレーションアプローチへの展開
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図2 生活習慣病関連疾患のリスク度別年度別RPの差の平均の比較

（１対１対応による評価）
リスク区分

年度

健保名

廣貫堂 0.33 0.19 0.05 -2.17 -1.07 0.20

北陸銀行 0.21 0.09 0.20 -0.94 -1.30 -1.23

電気工事 0.30 -0.32

不二越 0.03 0.39 0.33 -1.23 -0.89 -0.73

日本CB 0.32 0.18 0.19 -0.27 -0.81 -0.55

富山第一 0.20 0.29 0.04 -0.50 -1.03 -0.82

富山自販 0.14 0.28 0.18 -0.78 -0.53 -0.43

北陸電気 0.31 -0.02 0.34 -0.89 -0.83 -0.53

日本重化 0.16 0.05 0.56 -0.66 -0.72 -0.43

中パ 0.21 0.13 0.27 -1.42 -0.95 -0.77

前年LR&MR者 前年HR者
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